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特別損失の計上及び通期業績予想・配当予想の修正に関するお知らせ 

平成18年12月期において計上することとなりました特別損失についてお知らせするとともに、平成18年12月期（平

成18年１月１日～平成18年12月31日）の業績予想につきまして、平成18年８月24日に発表いたしました通期業績予

想（連結）及び通期業績予想（個別）並びに配当予想を下記の通り修正いたしますのでお知らせいたします。 

記 

１．ソフトウェアの無形固定資産計上額の見直し 

当社ではコンサルティング業務の一環として、基幹業務システム、e-ラーニングコンテンツ等の開発及び販売な

どを行っております。 

当社は、平成18年12月期において、当社が保有する無形固定資産のうち、上記の販売目的ソフトウェアの一部に

ついて、販売計画・販売見込からその資産価値を保守的に再算定し、その資産計上額を見直すことといたしました。 

その結果、一時償却額54百万円を特別損失として計上することとなりました。 

 

２．平成18年12月期業績予想の修正 

（1）平成18年12月期連結業績予想の修正（平成18年１月１日～平成18年12月31日）    （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 13,500 4,500 140

今回発表予想（B） 9,712 1,912 5

増減額（B－A） △3,787 △2,587 △134

増減率（％） △28.0 △57.5 △96.4

（ご参考）前期実績 

（平成 17 年 12 月期） 9,183 1,216 13

 

（2）平成18年12月期個別業績予想の修正（平成18年１月１日～平成18年12月31日）    （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 1,787 20 10

今回発表予想（B） 1,338 △330 △455

増減額（B－A） △448 △350 △465

増減率（％） △25.1 ― ―

（ご参考）前期実績 

（平成 17 年 12 月期） 1,965 135 68
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（3）修正の理由 

平成19年２月15日にお知らせいたしましたとおり、当社は平成18年12月期決算短信（連結）において、平成18

年９月８日付け企業会計基準委員会公表の実務対応報告第20号「投資事業組合に対する支配力基準及び影響力基

準の適用に関する実務上の取扱い」を適用することといたしております。 

当社連結子会社である株式会社ユニファイド・キャピタル・ジャパンは、出資者より資金を委託され、投資事

業組合等を管理運用する債権・不動産投資事業を行っております。従来の当社連結決算において、当該投資事業

組合等の財産及び損益の状況につき、組合等の資産・負債・収益・費用の全てを連結対象として計上してまいり

ましたが、実務対応報告第20号に則し、一部の投資事業組合等において、その組合等の資産・負債・収益・費用

を当社及び連結子会社の持分割合に応じて計上することといたしました。当該影響額は連結売上高で4,220百万円

の減少、連結経常利益で3,149百万円の減少となっております。 

また、単体の業績につきましては、人材の獲得が計画通りに進捗しなかったこと、受託契約業務の検収の遅れ、

Ｊ－ＳＯＸの指針発表の遅れに起因する受注の遅延等を理由とした売上の減少、外注費の増加による売上原価の

上昇のほか、平成18年12月期中に中止いたしましたＭ＆Ａに係る費用、訴訟費用の発生による販売管理費の増加

に加え、平成18年12月28日及び本日お知らせいたしました特別損失の計上により、当初の予想値を大幅に下回る

結果となりました。 

この結果、当期の連結売上高は9,712百万円、連結経常利益は1,919百万円、連結当期純利益は5百万円となり、

単体の売上高は1,338百万円、経常損失は330百万円、当期純損失が455百万円となる見込であります。 

 

（4）今後の取り組み等 

 平成19年12月期における業績回復に向けた取組みに関しましては、平成18年12月期決算短信の発表を目処にお

知らせいたします。 

 

３．平成18年12月期配当予想の修正 

 当社は、株主皆様への利益還元を経営の重要課題の一つと考えており、業績見込み及び財務体質等を総合的に

踏まえて、内部留保の充実を勘案しながら業績の成長に見合った利益還元を利益配分の基本方針としております。

前述の通り当期純損失を計上する見通しとなったことから、誠に遺憾ながら当期の配当につきましては下記の通

り無配とさせていただく予定であります。 

 中間配当金 期末配当金 年間配当金 

前回発表予想 ― 5円 00 銭 5 円 00 銭

今回発表予想 ― 0円 00 銭 0 円 00 銭

（ご参考）前期実績（平成 17 年 12 月期） ― 10 円 00 銭 10 円 00 銭

（注）当社は平成18年４月14日開催の取締役会決議に基づき、平成18年６月30日を割当基準日、平成18年７月

１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。 

以  上 
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